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を る でたを務 す 者っか
はし担北郵電 金 あ者申
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模ざ町

事規式広規あ別

小社西小フ札

項模会市
売ク内

の
概売福

舗ラ葉

要店原条店ハ青

舗北

北 海

り域 北

大大なの月 海

平 規規お生 道

模模、活日成 告

小小同環ま 示

売売法境で年 第

店店第のに８

舗舗８保北月

立の条持海 号

地設第の道日

道 公 報

つ

平す縦午そ縦に

関等

９他にい

成る覧前の覧

法時

８かいは

年律間時つて

和午は川

月昭らて鵡

第

２３

出成出縦北縦

届平届
書覧海覧 年

経間

荷午月年等場道期

７月縦済

さ前日８の所

施か日地

き時３覧部

ば

号

平
成午駐入
十前車口
三９場３
年時のか
八自所

を代１の札町

設表丁名内
及番 置取目称店

す締

の福在

者地所

る役番び

称
名

は治

又朋

名
氏原地

者項め勝

法置２た十

成ら規慮庁

平かの配支

変定す商

法に基き労

年更にべ工

第いき項観

律つづ事働

て、に光

）出該いに

号届当つ課

附が大て到

後、町 日
年５鵡へ
町い

火法時川問

）律

ま対わ

か第分に合

ら

でしせ 号

もこ ） 月てる

に
定力。 規 日協と

産

設ら域

る ）頼 す 金依

て時
い６課

お後業

に午
き胆

ば道

さで海

荷ま北

こ商

う庁

行支

を振

月分動

二か車出

十らの口

一午出３

日

数
時の

８口所

後入か

分

火

で
ま

曜

人
法
に
び

並
所

住
び

及

た

則あ規意着

は
て
っ
あ
に

５た小をる

第っ模見す

第店すう北

条。売有よ

項を者出道

１舗る提海

規置、る事

の設はす知

が

にる面と堀

定す書こ

そりき

りがよで

よ者に

をう 日 で行 休 まを

、

あ 。 日で く 曜定 除 日予

及、

日で

曜の

土る ） 、

が労

と工

民場

国覧

び縦

帯
間
時課

る光

き観

で働

日

間
年

、
し

だ
時
９
後
午
日

株有合有株

の
者
表
代

分

会会会会会

式限資限式

也

の周成。

次の平る達

と辺

お地年
小株株有 記大は

上て
ア

規代

会会会 の模表売式式限

日時

祝、

の所

変小者業

に間

成

変平
４

更成年

来午午す
９７

客変前変前る年月

更９年

イ

が更

規大開閉開閉

大

時時

模規変店店変店店

）

小模更時時更

更大
変
ア

社 う小前

よ模更

し規変

月

プ小福向柳

社社社社

字舗

ザ呉十茶

ラ田原井
帯音

ト
イ
エ

リ店堂

ク服

社社

京尾得広更

東広新

更売のを社

う原ー坂 に店氏行福ロ
ル店 るに者ヤ商 係舗名

て名リ のい氏ク もおの

ン の売はニ 外小又ー 以

帯幕 行
項を称グ 事業名

広広別 う帯

１）

駐前時後時月月日

日 車）か）

を午

場ら分日

しし

用９だだ

利後たた

、、

す時

る

模

とま間規

こ分年大

がで

刻後刻刻
来午売

出日小

舗店
店売））

売小前刻
前後前後

の舗午午午午

９９９

施に
設お
のい時時時時

運て
方売だだ

営小たた分分

にを、、だ

法業しした

す店
と売）

関行年年し

る舗
事内
項の
舗

店
計） 合後 の更 積変 面

千本２西字

都町町市町
下 代通条

区丁１南更

田８南条音

目丁９

五目丁３北

番
１地番２西

町番１目線

番地番

市市町 者住

号２

地７－

５町 氏西西錦 の
名条条

地 は北南番 又

１

及目目 称丁丁１ 名

前店

び
並

所地 住所番 び

帯）の

間時内

時９舗

る

の

後積

午面

ら舗

か店

間、

更
変

での

ま計

時合

年

すう間

る者
事の日日間

項開午午

午

店前後日

時９

び時

及））９

刻時時前

刻
時

店
閉）

一
〇
六

島田原井村

大小福向田

広二治代昇

康金昭茂

代 に福山

表

法原崎坂

の
者

朋静幸 人

氏治馬次 に

名

平
は
て

い
つ

に

っ
あ



項 北

土の 海

規平 道

定成

地
告改

平 に 示良

成 よ年 第法

十 り８

三 、月 昭

年 次 号和

八 の日

北 海

３
縦北北縦平す縦午

届関

書覧海海覧成る覧前

出

法時９ 等場道道期

か

の所経十間年律間時

縦済勝８
和午

覧部支月昭ら

地庁

道 公 報

出成

ウ届平
２

大年

規駐７荷午月年

模車かさ前日８

小場所ば７月

売のき時６

店自施か日

第

イ

廃

大

荷 駐 規駐

棄 輪台さ 模車

物 台

の

売ののき等

小場場ば

店収収施

号

田ふ

社社

会会

限限

有有

月 年と

二 法お

十 律り

一 第土

日 地
改

業 第
事 ）
良 号

火 の
の
施 条

曜

に ２
行

後 域商日

産工年５

業労火法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

） 月
に
定

規 日

に午

舗動設ら

る ）す 金

設出い５

施のお後

の車
の入て時

運口荷
きで

方数ばま

営のさ分

保

るこ

すう

関行

にを

法

施

の台台の管

舗容容設

容

のの

設積設

施数数面

っ

項
事

る
す

関
に

置量

配

広

幕帯
房

工

会ら

商く

所

第 錦東

町市

別

日

。北 お
た に
し 項
意 ５
同

る
す

事 用

知 準

道 て

海 い

を
日 で休 ま

第
法

同

堀

曜
土） 、。 日く 曜除 日

で

項が

事と

民
国
び
及
日

条

町２

帯
間
時

る
き 南

目
丁

８

所本

田橋
地
番

達

の平
そ地北元

１

也 第
条

関成区大

係

の

は月
類８
書年名沼丘

に
日
祝

北

次 海

の

鴨丸曽同同

道

地 告

区

居

示

に 第

つ

木山我

い

第 北

地第 次 海

平 の 道

と成区 条４

告幹 の お 示

り年名線 ２ 第

道８ 第
３ 営月

項事覧 北

土の業そに 海

規のの供平 道

定土関す成

地
告改
に地係る 示良
よ改書。年 第

り良類８

法
、事は月

意成
同平同

男司

富崇

年
月
日

事土畑土 、

良
帯 成改

地 平日地）
総

備 月整 業整 ８合
合 年総

備
、 ら道 か業農 日事
省 の農
業 日力

て 号

帯道

般地、

同一畑同同

備整地

整合土

道総営

農
備改

小過良

整の

模基急業

規疎緊事

項

水型地

排）備土

用幹

事た 土 号

良等 定 改池 規 地日め の
のり 業備 業 よ 事整 に

の を水 す 事排 告 工用 公

昭

し整

了設 。 完施 る

南業、 号和
幌計北日

変空

法のの道

年町画海

土の支

第う更知

律行
地協庁

え 第
良に備 ）
改議に 号

つ
三い置

沢幌

業
事栗南

重てい 条

岐

名町町

体
主

地

型用 間化

名線東

区号美

般排

一］用 、

北施暗

縦水、 種 の用水

に海設き

覧

一 供道）ょ

〇 す知、

七

改

縦北北

堀

。
る事類客

設良

施］

変

き画層業

）暗区土事

））計

）理良更

ょ整改

た
め

同同同同同定
を
画

。

類

地
土
、
で

種 の］

た備

知完平

法道

良海

改北
了 昭事成

和年 堀
月

第
地査、 ３

南審て の

年

項
基結成 ５
区の平

盤果

い
備適８北 お
整、年 に

道 て
促当月海

進と
決日知 準

る
盤しら す

基定か事 用

堀 整た

備
整

盤
事基同

備。日 同

進
促 業

道
海海

種］
備
整

盤 の基

支支

場川走

達上網

覧道
所庁庁

也

法日

第達

律

也

、 第
］間 法

）
号 の也 第

道般 条
農一達 ８

１）縦

）

類）
道

農



２

等等受受業

で年講書修
験

支林免）講講試

に農
者併のは

庁省除も者者
定受

を第にせ決、

長令
該て 経
由号当添講

北 海

ら

講講家受別か

アイ面

手様撮

習学実習畜講記
し

目テ工続式影

科用人

名

ス精よた

科習キ授に

ト講る

道 公 報

定

平開中受北に受
者以

成催川講海該講人

場郡資道当
農な

年所本格立し数内

西大も

月町業い

９別

第

講１ 北

家習 海

会平平 道

及成成開

畜
告

催

改
び 示良
そ年年期 第

の８第日

増
殖
修月１ 法

回 業 号

試日家

号

津飛

平
成別生
十
三
年中農農
八

す書

し。す付願

山用免

こ提

知下者るの

て以る

事は

提令受。が

に省、と出

除た

すと免っ

出」講あ

と。目の

こう科者

るい

受刺
た第修ち

。）をう

願の

係液会講判

関精習

にの

規子テ書も

法精用

受を

人査ス、）

、検キ

人者り

授、講は

工法ト

精真た

授写け

工の付

精

履

ら里の

か美校

日仙学の
在

地生

月番学

で北成

ま平

日１で

海

畜

昭

農業

間立卒

日道年

を
和験

工

律と人

法の）

年次牛

り授

第お
実精

る成 第
す養 ）

施師 号
。講
習 条

月間地農

二地改道

十域良整

一総保備

日

備
整）

合全
農

火

、
道

曜

めか

場
ほ

だ

と考

、のこ選

し条たら

改１証上

畜第をの

家２
書定

増及る決

良項す、

施２る

法第面す

殖び
則規目

規に科

行項学。

か付
３添

前を
願書

出歴
脱会
に習
内講
以、
月し

業見

上の
て日
し催
帽開

畜
家
で

者

校の

学み

大込

項
２

会 第

第
法
殖
増
良
改 家

知 る

道 す

海 定

北 規
に

精
授

工

堀 人
畜

事

日

、
ょ
き
暗
、

土
客

、
備

整

定取

道道

海海

北北

受明

和る証

昭す得

次が組 北

漁のあそ合 海

船とっの平 道

損おた事成

の

告届

害り。務 示出

等漁所年 第

補船に８

に
係

償損備月

半

海

畜

北家

正ま
を前
身日

人

道）
牛

規
の
条

様
紙
別

満

式

に

２
験が

試目
業科

修の

る

也 す
関

達
試１修

第

試１受平

試

験の験成条験の業

第科 資 の

同の

場に格年２目に験

支支

走振

網胆

所同第項

庁庁
試

の科習

験学実

試
アイ

る 時験験

日試

法害え 号指
定 等置日

法、
船 和償て

漁 昭補い
調

は 法行成
書 年施平

、 律令

漁 第年

昭８ 船
損 号和月
害 ）

師

事精
授

知工

等 第年日 し
講
受

を
会
習
講

様成
養 場
準る

基あ
格上

合以
の

又
、合

は
は

受 点
合

の 全
下講 で
以 点

点 満
基

。回規。格

じ１にじ

る
畜す準

家定
授数
工間

人時
）講

牛受

成成
平平

養し
師達
精に

年年
月月

政か

前後
午午

日日

補

令ら 条償
法 第

日 第

第

号間 １
項）、

１ 定５般 第 規第一 条 の
１覧 の よ第縦 項 に条の

を 意の供 出 同項に 申 る

本住氏、
で
の
い

た

規す

え
添
を

類
書

籍所名係
関

が
目願 目

科 科

お
て

年

む
合 含
場 を

る書 習
あ 実

） 均
。 平
く ）

除 。
を

と年

受
を

会
習
講者

成た

す 点

９１

時
講
受

の
そ

、
し

講

前後
午午
らら

かか
時時

４
時時

一まま

〇でで

八

漁 めに。 る 求定る す を
出同 め届協 たる業 るよ

。

生す

日ま
し

い

月願

、

。月 上
る 以

令
省
、

が
数

間

未

日 点



４
海札入入開

北入

平 道執

成 札行札札札

十 幌の

三 市場場日場

年 中所

八 央及所時所

北 海

２３

納札の平道納約

入次契

行し項

にい成が入条

入参ず
北指賃示

加れ年うたを
場

るも海名借す

場すに

所も該道競物

道 公 報

１
達ー達

札調パ調納契

入
すナす

付をソを入約

に
賃コ賃

るるルる期期

す
項借ン借日間

事

第

北

次 海

の平

亀同亀同

道

と成

田田

告 郡郡

お 示 恵七

り年 第

一８

山飯

町町

般月 字字

競 号 古大

武沼争日

号

の
人

起
発

月 区び

二 北日

十 ３時北北平

一 条海海成に

日 同 西道道

丁幌本８。

６札庁年じ

目市庁月

中舎

火 日 北央

海区階

曜

争品所
水３水後

道北午

札つ

にす示入に

の当告
にい

が北上必る第

有海川要こ

す、

り道、なと号関て

格規る迅

得水留資。で

な

。林、定指速

る産萌

フ

部谷るをア

務宗す名
ー

林網品止タ

森、物停

品ュ品

物ピ物

計走のさ

の成成内

等ー等平平囲
で

のタ
名ー仕

平

称及様年年、

及び等

び周月月成

数辺１１

器札か９

量機入日日年

等説ら月

明平

札

井町入

番番

の下 地地 地地以 番番
田田」

砂斉池前札
入 ３

う

満力十金い

正と

原藤

氏
び

及
所

住

。

章雄三一 名

日

林西林時

産条産３

務６務
会

林号

森目１

部丁部分

係
理
管
道
林
課室

画議

計

課胆貸てー

画、賃れサ

石、のなス

、振借いビ

、高格こ可

狩日資いが

島十有。な

渡、をと能

こ。

檜、ると

、勝すこ

志支
後各。

、路と

山釧

書成日
を 組及

北求月に

要３度

び年限
当 海仕

で約

知書ま契

道様日該
を

堀るた間

よ。期

事に

古大を
）

、長
し延

。だ

古大。
る

す

井沼施

武実

区

協協

業

業 漁

漁 井

沼 武 組

道漁第同

海
北

入名
加

害のの

損 事項合

船 知１
す
償を

補出称

等 堀申名

法

で約名所

に者契

イアイ

す者る関

当札あに

相落

務
空林
、庁

るにかす在

、課
知

税

開に入る捨課

そ号ア
金をた事

札掲札落額て

決 る額加金業 のの札 げ

る

達予す

入に算額者

時
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